
令和３年度国立岩手山青少年交流の家 教育事業 

親子ウインターキャンプ 開催要項 

 

１．趣旨 

近年、青少年は体力が低下し、直接体験が減少してきている。特に冬期は、小学校低学年にとって

は、体を動かす機会や体験活動を行う機会が少ない時期である。 

このような状況から、本事業は、小学校低学年とその家族が、雪上レクリエーションやスキーを通

して、雪を使った体験活動の楽しさを感じるとともに、家族での体験活動を継続して行うことへの意

欲を高めることを目的とする。 

２．主催 

国立岩手山青少年交流の家 

（企画・運営：みちのく「体験の風をおこそう」運動実行委員会） 

３．協力 

 インターアルペンスキースクール雫石校 

４．期日 

 令和４年１月 15日（土）～16 日（日） １泊２日 

５．場所 

 国立岩手山青少年交流の家（〒020-0601 岩手県滝沢市後 292） 

雫石スキー場（〒020-0593 岩手県岩手郡雫石町高倉温泉） 

６．対象 

 スキーが苦手な６歳～小学校３年生の子供とスキー初心者の保護者 

（参加者全員必ずスキーを行うことが参加の条件） 

７．募集人数 

15 家族（50 名程度）   ※申込多数の場合は抽選 

８．参加費 

大人 \4,700 

子供(小学生) \2,500 

未就学児 \2,200 

（内訳：１日目昼食・夕食、２日目朝食、シーツ代、リフト代（大人のみ）、保険代、資料代） 

９．活動日程及び活動内容 
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親子で手作り！そりあそび 段ボールやビニール袋など身近にあるものを使って、そりを手作りし

て滑る。 

  フ ァ ミ リ ー タ イ ム  スキー講師からスキー用品の使い方をアドバイス。また、子供たちに

はスキーの準備運動に使えるレクリエーションを紹介。 

      ス キ ー      家族ごとにスキーレッスンを行う。１家族に１人スキー講師が担当す

る。 

１０．持ち物 

   □スキー板 □スキーブーツ □ストック □スキーウェア □スキー用手袋 □長靴（スノー

ブーツ） □帽子 □上履き □着替え □洗面用具 □参加費  

   ※スキー板・スキーブーツ・ストック・スキーウェアは雫石スキー場にて有料でレンタル可能。 

   ※スキー用ヘルメットは着用必須。交流の家にて無料で貸し出し。 

１１．申し込み方法 

下記 URL もしくは右の QRコードより申込み。 

URL：https://bit.ly/3vtOgdw 

※申込締切：12 月 20 日（月） 

※当選者のみ、12月 22 日（水）頃までに参加決定通知を Eメールで送信する。 

１２．その他 

（１）新型コロナウイルス感染症に関する対応について 

国立岩手山青少年交流の家「新型コロナウイルス等の感染防止対策ガイドライン」に沿って、

事業運営を行う。 

（２）事業を中止・延期する基準について 

新型コロナウイルスの感染拡大の状況により、岩手県が「緊急事態宣言区域」及び「まん延防

止等重点措置区域」に指定された場合、事業を中止または延期する場合がある。 

（３）個人情報の取り扱いについて 

ご記入いただいた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の

適切な管理に関する規程」等に基づき適切に管理し、この事業に関する事務のみに使用し、法令

等に定める場合を除いて第三者に開示することはない。 

本事業で職員等が撮影した写真や映像、制作物、感想文等の著作物を、当機構の広報等に使用

する目的で、報告書や刊行物、インターネット（ソーシャルメディアサービスを含む）等に掲載

することがある。また、新聞社、雑誌社等が発行する刊行物に記事・写真を掲載することもある。 

なお、当機構がインターネット上に公開した肖像及び著作物について、本人（又は保護者）から

削除依頼を受けた場合は速やかに削除する。ただし、印刷物等については対応できかねる。 

【お問い合わせ】 

国立岩手山青少年交流の家 

〒020-0601 岩手県滝沢市後292 

TEL：019-688-4221  

MAIL：iwate-suishin@niye.go.jp   

     【担当】晴山・上村・小泉 

ＱＲコード▶▶▶  

https://bit.ly/3vtOgdw

